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Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ１０年度 Ｒ１１年度 Ｒ１２年度 Ｒ１３年度

県立高校再編整備計画

後期実施計画(Ｒ９～１３年度)

第３期県立高校将来構想

県立高校再編整備計画

前期実施計画(Ｒ４～８年度)

１ はじめに 

県教育委員会では、令和４年（2022年）３月に、中・長期的視点に立って本県高

校教育の質の確保・向上を図るため、特色ある学校づくりと学校・学科の再編整備

等を主な内容とする「第３期県立高校将来構想」を策定したところです。 

本構想を具体的に推進するに当たっては、年次的・計画的に進める必要があるこ

とから、特に、学校・学科の再編整備については、全県的な視点に立って、５年単

位の実施計画（前期実施計画・後期実施計画）を策定することとしています。 

  このたび、中学校卒業見込者数の推移や中学生の志願状況、高校卒業後の進路動

向、高校生の通学実態などを総合的に勘案するとともに、生徒のニーズや地域バラ

ンス等を踏まえ検討した内容を前期実施計画として取りまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２ 学校・学科の再編整備 

（１）望ましい学校規模 

   １学年４～８学級（１学級当たりの生徒数は原則 40人） 

 

（２）再編整備の進め方 

  【再編整備の基本方針】 

   〇 １学年３学級以下の学校の再編統合を基本として、他の学校との再編統合に

より、望ましい学校規模を確保 

 

   〇 再編統合が困難な場合には募集停止について検討し、その際、学校の近接性

や学習内容等を考慮しながら、他の学校に教育機能を継承することを検討 

 

   〇 全日制課程を置く分校については、地元中学校卒業者の入学状況や、今後の

入学見込者数を勘案した上で、募集停止を検討 

 

  【再編整備の方向性】 

   ○ 教科等横断的な学びや他者と協働した探究活動の充実など、学科間連携によ

る教育活動を推進する学校を配置 

 

○ 大学等への進学に重点を置く取組や高度な専門性をもった産業人材を育成す

る取組の充実などを推進するための拠点的な役割をもつ学校を、分散型都市構

造にある本県の特性も考慮してバランスよく配置 
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３ 実施内容（前期） 

（１）再編統合・募集停止 

対 象 校 内  容 実施年度 

宇 部 西 高 校 
○ 宇部西高校の生徒募集を停止し、教育機能等

を山口農業高校などに継承 

令和６年度 

（2024年度） 

厚 狭 高 校 

田 部 高 校 

○ 家庭科教育の充実を図るため、厚狭高校と田

部高校を再編統合して、新高校を設置 

 （校地：厚狭高校北校舎） 

令和７年度 

（2025年度） 

柳 井 高 校 

柳井商工高校 

熊 毛 南 高 校 

田布施農工高校 

熊 毛 北 高 校 

○ 教育の質の確保・向上を図るため、対象校５
校を再編統合して、新高校を２校設置 
・ 新高校については、普通科及び商業に関す
る学科を設置した高校と、農業、工業及び家
庭に関する学科を設置した高校とする。 

・ 地域バランスや交通の利便性等を考慮し、
校地は現在の柳井高校と田布施農工高校とする。 

令和８年度 
（2026年度） 

※ 萩高校奈古分校については、今後の地元中学校卒業者の入学状況等を勘案した上

で、生徒募集の停止を検討 

（２）特進探究科（仮称）の設置 

対 象 校 内  容 実施年度 

岩 国 高 校 

○ 進学に重点を置く取組を推進するため、特進

探究科（仮称）を設置 

令和７年度 

（2025年度） 
徳 山 高 校 

山 口 高 校 

  ※ 宇部高校、下関西高校、萩高校の「探究科」についても、教育内容を踏まえて

名称の変更を検討 

（３）中高一貫教育校（併設型）の設置 

対 象 校 内  容 実施年度 

岩 国 高 校 ○ 進学指導に重点を置いた中高一貫教育を行う

ため、併設型中学校を設置 

令和８年度 

（2026年度） 下 関 西 高 校 

※ 高森みどり中学校については、岩国高校への併設型中学校の設置に合わせて、生

徒募集を停止（令和８年度（2026年度）） 

４ その他 

（１）各年度の実施分については、中学生に早期に情報提供する必要があることから、原

則として当該年度の募集定員の発表前に具体的な内容を公表します。 

（２）再編整備に伴い、へき地や過疎地域等から遠距離通学することとなる生徒に対応す

るため、公共交通事業者に対し、利便性の向上等が図られるよう働きかけを行うとと

もに、経済的負担の軽減について検討します。 
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■　これまでの再編整備の状況

学校名 課　程 課　程

柳井商業高校 全日制

柳井工業高校 全日制

徳山商業高校 全日制

徳山工業高校 全日制

萩商業高校 全日制

萩工業高校 全日制

安下庄高校 全日制 安下庄校舎 全日制

久賀高校 全日制 久賀校舎 全日制

大嶺高校 全日制

美祢工業高校 全日制

坂上高校 全日制 分 校 化 全日制

広瀬高校 全日制 分 校 化 全日制

鹿野高校 全日制 分 校 化 全日制

徳佐高校 全日制 分 校 化 全日制

熊毛南高校上関分校 全日制 募集停止

田布施農業高校大島分校 全日制 募集停止

徳佐高校高俣分校 全日制 募集停止

奈古高校須佐分校 全日制 募集停止

田布施農業高校 全日制

田布施工業高校 全日制

大津高校 全日制 大津校舎 全日制

日置農業高校 全日制 日置校舎 全日制

水産高校 全日制 水産校舎 全日制

防府商業高校 全日制・定時制 工業科の設置 全日制・定時制

徳山北高校 全日制 分 校 化 全日制

佐波高校 全日制 分 校 化 全日制

美祢高校 全日制

青嶺高校 全日制

下関中央工業高校 全日制

下関工業高校 全日制・定時制

奈古高校 全日制 分 校 化 全日制

響高校 全日制

豊北高校 全日制

新　　設 下関双葉高校 定時制

西市高校 全日制 分 校 化 山口農業高校西市分校 全日制

下関西高校 定時制 募集停止

下関工科高校 定時制 募集停止

（市立）下関商業高校 定時制 募集停止

光高校 全日制・定時制

光丘高校 全日制

徳山高校徳山北分校 全日制 募集停止

徳山高校鹿野分校 全日制 募集停止

新　　設 定時制・通信制

光高校 定時制 募集停止

防府商工高校 定時制 募集停止

山口高校 定時制・通信制 募集停止

宇部工業高校 定時制 募集停止

小野田高校 定時制 募集停止

厚狭高校 定時制 募集停止

岩国高校広瀬分校 全日制 募集停止

防府高校佐波分校 全日制 募集停止

山口高校徳佐分校 全日制 募集停止

令和５年（2023年）12月現在

令和５年度
(2023年度)

令和４年度
(2022年度)

　山口松風館高校

令和２年度
(2020年度)

再編統合 光高校 全日制・定時制

令和３年度
(2021年度)

平成30年度
(2018年度)

再編統合 下関北高校 全日制

平成31年度
(2019年度)

全日制

平成28年度
(2016年度)

再編統合 下関工科高校 全日制・定時制

萩高校奈古分校

平成24年度
(2012年度)

防府商工高校

徳山高校徳山北分校

防府高校佐波分校

平成25年度
(2013年度)

再編統合 美祢青嶺高校

平成22年度
(2010年度)

再編統合 田布施農工高校 全日制

平成23年度
(2011年度)

再編統合 大津緑洋高校

全日制

平成20年度
(2008年度)

岩国高校坂上分校

岩国高校広瀬分校

徳山高校鹿野分校

山口高校徳佐分校

平成19年度
(2007年度)

再編統合 周防大島高校

再編統合 青嶺高校

年　度
対　象　校

再編整備の内容
新　高　校

学校名

平成18年度
(2006年度)

再編統合 柳井商工高校 全日制

再編統合 徳山商工高校 全日制

再編統合 萩商工高校 全日制


